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第 120号

9月 17日 「秋季大祭」与洲奥都城内にて

ネ
Ｔ
新
革

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

昨
年
１１
月
に
は
、
天
皇
皇
后
両
陛
下
が
初
め
て
与
論
島
を
ご
訪
問
さ
れ
、

百
合
が
浜
や
十
五
夜
踊
り
を
ご
覧
に
な
ら
れ
ま
し
た
。
大
変
喜
ば
し
い
出
来

事
で
し
た
。

さ
て
、
今
年
も
左
記
の
と
お
り
新
春
初
詣
の
ご
案
内
を

い
た
し
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
方
々
の
ご
参
拝
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

一
、
ル
）

き
　
１
月
３
日

（水
）
　

午
前
１０
時
ヽ
１２
時

一
、
と
こ
ろ
　
与
洲
奥
都
城
前
広
場

お
神
酒
を
用
意
し
て
お
り
ま
す

『飲
酒
運
転
』
は
く
れ
ぐ
れ
も
し
な
い
よ
う
に
お
願
い
致
し
ま
す
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会
員
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
ご
家
族
お
揃

い
で
浮
か
し

い
新
年

を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
九
州
北
部
が
夫
彙
両
災
害
に
襲
わ
ｋ
大
変
な
年

で
あ
り
ま
し
た
。

ネ
た
ち
与
論
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
５
月
に
与
論
中
学
校
２
年
生
の
生
徒

た
ち
が
３
年
蛯
続
、
修
学
旅
行
で
先
れ
や
規
戒
ら
が
眠
る
与
洲
臭
都
人
に
お

参
り
し
、
交
流
会
後
、
世
界
え
化
遣
産
と
な

っ
た
二
池
港
や

「
先
人
た
ち
が

暮
ら
し
て
い
た
新
港
町
れ
宅
跡
地
」

万
口
坑
な
ど
を
役
員
で
案
内

い
た
し
ま

し
た
。

８
月
に
は
、
人
牟

口
与
論
教
育
文
化
交
流
と
し
て
訪
問
時
、
与
論
町
長

・

教
育
長

の
ミ
名

で
、

『
Ｈ
年

の
長
き

に
わ
た
り
教
育

文
化
交
流
を
目
的
と
し

訪
問
団
を
結
成
さ
薇
本

町
に
来
島
さ
枚
ま
し
た
　
そ

の
間
両
県

の
懸
け
格
と

な
り
交
流
促
進
に
努
め
ら
薇
相

互
理
解
を
沐
め
ら
薇
た
業
績

は
人

い
な
る
も

の
が
あ
り
ま
す
　
ま
た
本
町
社
会
教
育
青
少
年
研
修
事
業

「
ヨ
ロ
ン
パ
ナ
ウ

ル
少
年

の
船
」

の
趣
旨
を
ご
理
解
さ
ｋ
そ
の
受
け
入
薇
や
中
学
生
の
修
学
旅

行
の
対
応
な
ど
積
極
的
に
ご
尽
力

い
た
だ
き
ま
し
た
　
よ

っ
て
こ
こ
に
米
薔

な
る
感
謝

の
意
を
表
し
ま
す
』
と
、
感
謝
状
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
薇
も

皆
様

の
ご
支
援
と
ご
理
解

の
賜
物
と
感
謝

い
た
し
ま
す
。

与
論
町
広
柔
誌

「
よ
ろ
ん
ち
ょ
う
議
会
だ
よ
り
」
第
１
２
５
号

（
Ｈ
月
２
日
発
行
）
表
気
に
、

夫
牟

口
与
論
教
育
文
化
交
流
訪
閂
回
の
写
真
が
掲
載
さ
薇
ま
し
た
、
嬉
し

い

こ
と
で
す
。

ま
た
、
Ｈ
月
‐７
日
に
行
２
の
人
皇

・
皇
后
両
陛
下
が
ふ
る
さ
と
与
論
島
を

訪
問
さ
薇
、
パ
ナ
ウ
ル
与
論
も
ク
ロ
ー
ズ

。
ア
ッ
プ
さ
ね
る
事

で
し
ょ
う
。

同
月
２６
日
に
は
、
虎
兄
島
与
論
会
創
立
９０
周
年
記
念
式
共

・
れ
賀
会
に
副

会
長
の
朝
同
光
男
民
と
２
人
で
出
席
し
、
祝
宴

の
最
後
に
万
茂
二
喝
の
発
声

を
ご
指
名

い
た
だ
き
、
記
念
式
典
並
び
に
況
賀
会
が
盛
会
に
で
き
た
こ
と
を

況
し
、
音
頭
を
取
り
人
役
を
呆
す
事
が
出
来
ま
し
た
。

さ
て
、
今
年
、
本
に
は

全
国
与
論
会
幹
事
会
、
９

月
は
関
西
与
論
会
８０
周
年

記
念
式
典
、
秋
に
は
行
ち

に
行

っ
た
毅
老
会
と
に
し

い
年
に
な
り
そ
う
で
す
。

役
員

一
同

一
九
と
な
り
お

世
話
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
、
ご
指
導
ご
取
た

の
ほ
ど
立
し
く
お
願

い
申

し
上
げ
新
年

の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。

平
成
３０
年
　

ん́
ユ

大
牟
田

・
荒
尾
地
区
与
論
会

本
ム
　
」κ

町

謙

鹿児島与論会で挨拶する町会長

あ
ンナ

ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ぎ

:

い

ま
す
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与
論
会
の
動
き

平
成
２９
年

９

月

１０

日

‐６

日

‐７

日

１０

月

８

日

１１

月

１２

日

２６

日

‐２

月

８

日

奥
都
城
清
掃
　
６
　
１５

・
‐６
地
区
担
当

奥
都
城
秋
季
大
祭
準
備

秋
季
大
祭
　
２
５
０
人
集
う

奥
都
城
清
掃
　
４
　
１０

・
１１
地
区
担
当

奥
都
城
清
掃
　
１３
　
‐４
地
区
担
当

鹿
児
島
与
論
会
創
立
９０
周
年
記
念
行
事
　
鹿
児
島
ジ

ェ
イ
ド

ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
　
町
謙
二
会
長

・
朝
岡
光
男
副
会
長
出
席

役
員
忘
年
会
　
清
風
荘

▼
次
の
方
が
お
亡
く
な
り
に
な
り
ま
し
た

謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
表
し
心
か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

奥

都

城

清

掃

参

加

者

マ 名

ツ

100 イli
歳 齢

月
　
日
　
　
　
氏

９
月
９
日
　
堀

９
月
１６
日
　
竹
　
内

１０
月
２７
日
　
堀

‐２
月
２
日
　
田
　
畑

‐２
月
７
日
　
竹
　
内

喪
　

王ヽ
　
　
　
住
　
所

堀
　
　
き旦
也
　
大
牟
田
市
米
生
町

２
丁
目
１
５
６
１
２

竹
内

　

一
徳
　
大
牟
田
市
歴
木

１■
１■
つι
ワイ　ー，
１■

堀
　
　
先
盛
　
玉
名
郡
長
洲
町

大
字
宮
野
２
９
４
８
１
１５

田
畑
　
正
喜
　
大
牟
田
市
小
浜
町

８０
‐
１

竹
内
　
澄
子
　
大
牟
田
市
上
官
町

１

１

４

１

４

ナ
　
エ
　

９４
歳

ト
シ
子
　
８４
歳

由
美
子
　
６８
歳

幹

　

一　

８４
歳

自
　
平
成
２９
年
９
月

至
　
平
成
２９
年
１２
月

5月 14日6月 ‖日

7月 16日8月 6日

9月 10日10月 8日
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台
風
ニ
モ
負
ケ
ズ
大
祭

与
論
会

先
祖
に
感
謝
、
慰
霊

大
牟
田
　
荒
尾
地
区
与
論
会

（町
謙
二
会
長
と

主
催
の
与
洲
奥
都
城
秋

季
大
祭
が
１７
日
、
大
牟
田
市
昭
和
町
の
奥
都
城

（納
骨
堂
）
で
行
わ
れ
、
与

論
出
身
者
や
そ
の
子
孫
ら
約
２
５
０
人
が
参
拝
、
先
祖
を
慰
霊
し
た
。

春
秋
の
大
祭
な
ど
は
、
い
つ
も
天
候
に
か
か
わ
ら
ず
奥
都
城
前
広
場
で
行

わ
れ
て
い
る
が
、
今
回
は
台
風
接
近
と
い
う
こ
と
で
屋
内
で
開
催
さ
れ
た
。

郷
土
遥
拝
の
黙
と
う
な
ど
に
続
い
て
、
町
会
長
は

「今
回
の
大
祭
は
台
風

で
の
中
止
も
考
え
た
が
、
思
い
切
っ
て
台
風
の
真

っ
た
だ
中
で
開
催
で
き
た
。

皆
さ
ん
の
協
力
の
お
か
げ
。
台
風
に
も
負
け
な
い
与
論
会
と
い
え
る
」
と
感

謝
の
意
を
示
し
た
。

さ
ら
に
町
会
長
は

「会
員
名
簿
を
し
つ
か
り
作
り
直
し
連
絡
を
行
い
、
来

年
１０
月
に
１０
年
ぶ
り
の
敬
老
会
を
開
催
し
た
い
。
対
象
は
７５
歳
以
上
な
の
で
、

ま
だ
達
し
な
い
人
は
長
生
き
し
て
次
の
敬
老
会
を
楽
し
み
に
し
て
」
な
ど
と

呼
び
掛
け
た
。

野
田
国
義
参
議
院
議
員
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
披
露
や
大
橋
克
己
県
議
会
議
員
ら

の
来
賓
あ
い
さ
つ
や
経
過
報
告
も
あ

っ
た
。

今
回
は
映
像
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
熊
谷
博
子
さ
ん
が
新
映
像
撮
影
で
東
京

か
ら
訪
れ
、
三
池
炭
鉱
や
地
域
の
発
展
を
荷
役
作
業
な
ど
を
通
じ
て
支
え
た

与
論
出
身
者
の
子
孫
た
ち
の

「今
」
を
秋
季
大
祭
で
取
材
し
た
。

９
月
１８
日
　
有
明
新
報 大牟田・荒尾
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平成29年 秋季大祭
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平成29年 秋季大祭
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平成29年 秋季大祭
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大牟田 口与論教育文化交流訪問団 2017・ 8・ 18
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牟田・与論教育文化交流訪問団 2017・ 8・ 18
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与
論
会
だ
よ
り
１
１
７
号
に
て
紹
介
し
ま
し
た
、
大
牟
田
　
荒
尾
地
区
与

論
会
副
会
長
　
森
整
昭
氏
の
孫
で
大
牟
田
高
校
柔
道
部

（１
年
）
森
健
心
君

の
活
躍
が
新
聞
に
て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
の
で
抜
粋
し
て
掲
載
し
ま
す
。

森
選
手

世
界
大
会
準
優
勝
Ｖ
、
団
体
銅

気
持
ち
新
た
に
大
き
な
糧

大
牟
田
市
草
木
、
大
牟
田
高
校
柔
道
部

（杉
野
健
次
郎
監
督
）
森
健
心
選

手

（１
年
）
は
、
テ
リ

・
サ
ン
デ
イ
ア
ゴ
で
開
催
さ
れ
た
１５
歳
以
上
１８
歳
未

満
の
選
手
が
競
う
世
界
カ
デ
柔
道
選
手
権
大
会
で
は
、
個
人
戦
９０
キ
ロ以
下
級

で
準
優
勝
、
団
体
戦
で
は
銅
メ
ダ
ル
に
貢
献
し
た
。

４
月
の
全
日
本
カ
デ
柔
道
選
手
権
大
会
で
日
本
代
表
に
選
ば
れ
た
森
選
手

は
世
界
大
会
個
人
戦
の
Ｐ
回
戦
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
の
選
手
に
反
則
勝
ち
。
２
回

戦
は
台
湾
の
選
手
に
送
り
襟
絞
め
で

一
本
勝
ち
。
３
回
戦
は
カ
デ
の
９０
♂
以

下
級
世
界
ラ
ン
ク
ー
位
の
ロ
シ
ア
選
手
と
対
戦
。
開
始
ｌ
分
ほ
ど
で
二
つ
の

指
導
を
受
け
た
が
、
担
ぎ
技
を
中
心
と
し
た
攻
め
方
に
変
え
、
背
負
い
投
げ

で
技
あ
り
を
奪
い
優
勢
勝
ち
を
収
め
た
。
準
決
勝
の
ラ
ト
ビ
ア
の
選
手
に
は

大
外
刈
り
で
技
あ
り
を
取
り
優
勢
勝
ち
。

決
勝
戦
は
ル
ー
マ
ニ
ア
の
選
手
を
足
払
い
で
崩
す
な
ど
指
導
二
つ
を
与
え

た
が
、
延
長
戦
に
。
序
盤
小
内
刈
り
を
か
け
る
も
相
手
に
届
か
ず
、
そ
の
ま

ま
勢
い
が
止
ま
ら
ず
に
背
中
を
付
き

一
本
負
け
し
た
。

森
選
手
は

「
こ
れ
ま
で
に
な
く
悔
し
い
。
世
界
の
強
豪
と
対
戦
で
き
る
喜

び
は
あ

つ
た
が
、
相
当
な
覚
悟
と
責
任
感
を
持
た
な
い
と
日
本
代
表
と
し
て

戦
え
な
い
」
と
振
り
返

っ
た
。
た
だ

「
１５
歳
で
世
界
の
舞
台
に
立
ち
、
試
合

が
で
き
た
の
は
今
後
の
大
き
な
糧
に
な

っ
た
」
と
冷
静
に
話
し
た

９
月
１８
日
　
有
明
新
報

森健心君 (左端)表 彰式にて
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団体銅表彰式

森健心君 (右から2人目)団体メンバーと
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新
港
町
郷
土
罵
直
帖

古
い
資
料
が
あ
る
の
で
確
認
を
お
願
い
し
た
い
と
、
大
牟
田
市
船
津
町
在

住
の
仲
野
光
浩
さ
ん
よ
り
提
示
が
あ
り
見
せ
て
い
た
だ
い
た
資
料
が
下
記
の

新
港
町
郷
土
宮
員
帖
で
す
、
製
作
会
社
名
が
あ
り
、
三
川
町
の
田
島
写
真
館

に
持
ち
込
み
、
作
成
日
時
な
ど
が
分
か
ら
な
い
か
調
べ
て
も
ら
つ
た
が
、
先

代
が
作

っ
た
で
あ
ろ
う
が
当
時
の
資
料
は
な
く
不
明
と
の
こ
と
。
背
景
か
ら

想
像
す
る
と
昭
和
初
期
頃
つ
く
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
、
と
の
こ
と
で

し
た
。

現
品
も
か
な
り

の
劣
化
が
み
ら
れ
る
の
で
、
複
製
再
生
す
る
の
に
見
積
を

依
頼
し
ま
し
た
が
左
記
の
金
額
提
示
を
受
け
ま
し
た
。

Ａ
４

「全
２０
ぺ
‐
ジ
ァ
ル
バ
ム
」
仕
上
げ
、

１０
部
作
成
１
０
８
，
０
０
０
円
、

１
部
で
は
５
４
，
０
０
０
円
。

・
写
真
仕
上
げ
、
２
１
，
６
０
０
円
。

・
デ
ー
タ
Ｉ
Ｃ
Ｄ
、
１
６
，
２
０
０
円
。

今
回
、
与
論
会
記
録
と
し
て
残
す
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
作
成
を
依
頼
、
永
久

保
存
す
る
こ
と
に
し
、
Ｃ
Ｄ
化
し
て
現
在
与
洲
会
館
に
保
管
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の
Ｃ
Ｄ
よ
り
新
港
町
郷
土
写
真
帖
を
２
回
に
分
け
て
、
与
論
会
だ
よ
り
紙

面
に
掲
載
し
ま
す
ｃ

な
お
、
希
望
す
る
方
に
は
Ｃ
Ｄ
を
焼
増
し
て
差
し
上
げ
ま
す
の
で
祭
典
時

中
し
込
み
を
お
願

い
し
ま
す
。
送
料
込
み
５
０
０
円
で
す
。

※
問
い
合
わ
せ
　
大
牟
田
市
入
船
町
８４
　
出
村

進

蜂塚
市
　
０
９
０
１
１
１
９
２
１
２
９
９
８
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